
し
も
自
分
で
動

に
な

っ
た
と
き

は
拷
間
、
い
じ

い
う
口
実
の
金

は
い
。

れ
に
引

っ
か
か

」
れ
は
末
期
に

つ
。

Ｌ
、
マ
ッ
サ
ー

総
す
と
、
せ

っ

ノ
レ
ー
キ
を
か

に
、
み
す
み
す

し
ま
う
。

」
の
リ

ハ
ビ
リ

ヽ
ど
こ
ろ
で
、

の
る
人
は
巧
に

‥
キ
を
か
け
て

の
り
が
た
い
。

酬
の
良
心
次
第

い
と
寝
た
さ
り

フ
オ
ド
シ
文
句

」
死
期
を
早
め

な
ん
と
も
残

（
足
軽
法
で
ど

乞
得
て
長
生
き

〕
で
あ
る
。

わ
こ
と
わ
り
し

工
し
い
リ

ハ
ビ

こ
ん
し
て
い
た

り
で
あ
る
ｏ

一一一一一一一一一一一一一

匹
事
は
、
長
女

レ
ー
店
を
経
営

ｒ
う
。
ネ
パ
ー

ス
の
教
師
を
し

秘
書
セ
ン
タ
ー
い
は
、
３６５
日
２４

時
間
、
指
定
日
時
に
、
離
れ
た
場

所
に
暮
す
高
齢
家
族
に
電
話
を

し
、
元
気
を
確
認
す
る
サ
ー
ビ
ス

「み
ま
も
る
２４
」
を
開
始
し
た
。

「み
ま
も
る
２４
」
は
、
高
齢
の

家
族
が
住
む
家
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
実
際
に
電
話
を
掛
け
、
こ
本

人
の
様
子
を
感
じ
取
り
、
契
約
者

に
は

「お
元
気
そ
う
で
し
た
Ｌ
風

邪
を
ひ
い
て
い
る
む
様
子
」

「明

日
か
ら
旅
行
に
行
か
れ
ま
す
」
と

い
っ
た
、
機
械
な
ど
で
は
読
み
取

れ
な
い
情
報
を
メ
ー
ル
に
て
お
知

ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

■
月
額
利
用
料
（※
各
プ
ラ
ン
共
、

バ
リ
ュ
ー
初
期
費
用
〇
円
、
初

期
設
備
費
不
要
）

パ
ッ
ク
…

一
、
〇
二

九
円
。
週

一
回
コ
ー
ル
。

・
ミ
デ
ィ
ア
ム
パ
ッ
ク
…
三
、　
一

二
九
円
。
週
三
回
コ
ー
ル
。

・
安
心
パ
ッ
ク
…
五
、
一
〓
一九
円
。

毎
日

一
回
コ
ー
ル
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

■
秘
書
セ
ン
タ
ー
い
＝
東
京
都
港

区
芝
五
―

一
―

一
三
　
一二
ツ
輪
三

田
ビ
ル
。
電
話
〇
三
―
三
四
五

七
―
九
〇
五
二
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
―

三
四
五
七
―
九
〇
五
三
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
〓
算
●
ヽ
「
ヨ

・
〓
各
８
Φ一
オ
Ｆ
８
ミ
▽
メ
ー
ル

一い
「〇〇〓
一∽〓
〇
〇〇０
一
Φ
一
・〇
〇
自

オペレーターが24時間
365日 高齢者を見守る

て
い
る
夫
と
、
十
四
歳
の
次

女
、
十
二
歳
の
長
男
二
人
が

暮
ら
し
て
お
り
、
別
居
だ
が

頑
張

っ
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。
家
族
へ
の
連
絡
は
２
日

に
１
回
電
話
で
し
て
い
る
と

い
う
。
日
本
の
料
理
で
す
き

な
も
の
は
ラ
ー
メ
ン
、
寿
司
。

長
女
は
日
本
語
が
上
手
ら
し

ｒヽ′ヽｖｏ
　
　
　
　
一

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
私
も
ネ

パ
ー
ル
語
を
再
勉
強
し
た
い

と
思
っ
て
い
ワ奪

実
は
三
年
前
、
や
は
リ
ネ

パ
ー
ル
人
に
日
本
語
を
教
え

た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
そ

の
時
の
ネ
パ
ー
ル
語
は
す
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま

っ
た
の

だ
。
語
学
と
い
う
も
の
は
、

本
人
の
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば

年
は
関
係
な
い
。
ネ
パ
ー
ル

人
の
彼
女
と
、
ど
ち
ら
の
上

達
が
早
い
か
競
争
し
た
い
と

思
う
。
古
希
の
手
習
い
で
頑

張
り
ま
す
。

（干
３５５
‐
０
３
２
８
比
企
那

小
川
町
大
塚

一
一
八
八
―

こ

匡草のような根生を

神剣 1県 井垣 弘士

り
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま

っ
た

り
し
ま
す
が
、
道
端
に
生
え

て
い
る
雑
草
や
野
山
に
生
え

て
い
る
草
花
は
、
冬
の
寒
さ

な
ど
、
ど
ん
な
試
練
で
も
乗

り
越
え
て
小
さ
な
花
を
咲
か

せ
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
人
間
も
雑
草
を
見

習
い
、
根
性
を
身
に
着
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
道
端
の
ど
ん
な
雑

草
に
も
生
き
る
権
利
と
い
う

静

熙
:鼈

楊黎|‐勒‐颯倅礁

飩靡祗饒鑽
(社)全国有料老人ホーム協会会員東京都指定介護保険特定施設

八王子同友会。長寿の森
〒192-0151東 京都八王子市上川町 1620
TEL.042-654-2001 FAX.04‐ 2■654「 6426

鴨 費 撼 議 Jは撰 騨 が 轟 い :2042年 8月 23日

〉年も恒例の『長寿の森・納涼祭』が開催されました 1年々盛

ヒがりをみせているこの納涼祭。

トームのある八王子市川口・上川エリアでは、ちょっとした夏

臥物詩として、知名度も上がっています。

当日は入居者の皆さまはもちろん、そのご家族や町内会の皆さ

そして長寿の森・友の会の会員の皆きまも多数参加いただき

ンた0

番りのメインである盆踊りは、地元・上川東部地区婦人部の皆

し。長寿の森・施設管理課の自慢である・長寿やぐら"を 中心

入居者の皆さまとスタッフが一緒になり美しいサークルを描

くした。

:し て、今年も隣接する市、青梅市より『鼓夢青梅太鼓』のメ

―ヾによる太鼓のパフォーマンス。このアトラクションによ

会場は一気にヒー トアップ |

くた、今年は初のプログラムとなる、施設スタッフー丸となっ

)『南中ソーラン』を披露!!仕事の合間や、業務終了後、時間

当しまず練習した結果を入居者の皆さまに披露させていただき

ンた0 このパフォーマンスにより、スタッフ いや、まさに
]者の皆さまを含めた“長寿の森・がひとつとなり、お祭りは最

1の盛り上がりをみせました。

奎」R・ 京王 ブ¬⊂ 子駅より西東京バスにて約 1lkm約 40劾

「 Fl l霊園」行で「同友会ホーム前」下車約 20m

剛11日経由武蔵五日市刷 または、「今劇 イ予で「田守神社前J下車約 250m

崚中央道八王子 ICよ り約 1詠m(約 20分 )

饉圏央道あきる野 ICよ り約 5 km・ 圏央道八王子西 ICよ り約4 kln(約 10創

畿」R五日市線嚇 曽戸」駅衡語測ゆより、タクシー約 3 km(約 5か

難」R・ 京王八王子駅、ワdi麟い ら`ホーノゝ撲 irpバス定期運行

総撚ヨ


